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発表内容

１）オムロンにおける音声関連事業
２）心理学的知見の応用
３）Media Equation

４）Voice User Interface

５）音声対話システムの開発プロセス
６）音声対話システムにおけるユーザ評価
７）オムロンの音声合成技術
８）まとめ



オムロンにおける音声関連事業

電話音声自動応答装置
　(http://www.omron.co.jp/cma/index.html)

　１）チケット予約
　２）資料請求受付
　３）株価照会（野村證券さま）
　４）電話の自動振り分け（SONYさま）
　５）生産状況と納期の回答（DELLさま）



オムロンの音声関連事業と技術開発

音声対話研究室
　・Voice User Interfaceの設計/評価技術
　・音声合成技術
　・対話制御技術
　・音声認識技術
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心理学的知見の応用

１．デザイン指針（心理学的理論）
　設計者は、どのように音声対話システムを
デザインすればよいのか

２．印象評価（心理学的実験手法）
　ユーザは、音声対話システムを使った時、
どのような印象を受けているのか



Media Equation 

「人間とテクノロジー（メディア）のインタラクション
　は、人間同士のインタラクションと基本的に同じ
　である」

Stanford Univ. 
Byron Reeves & Clifford Nass

メディアの設計に社会的ルール
（パーソナリティ、礼儀、お世辞など）
を適用することが重要であると主張



Voice User Interface (VUI) 

・Voice User Interface は、Graphical User Interface
と同様に重要である

音声認識

対話制御

音声合成

VUI

Main Speech TechnologyUser
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Voice User Interface
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Voice User Interfaceの構成要素



Voice User Interfaceの設計手法
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音声対話システムの開発プロセス



パーソナリティマップ



パーソナリティシナリオの例
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ボイスサンプル

• ナレーション調の録音音声

• パーソナリティデザインを行った録音音声



音声イメージのデザインへの効用

• 設計者に
インタフェース設計の判断基準

• 音声対話システムに
一貫性と良い印象



音声対話システムにおけるユーザ評価
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• ユーザの視点からの評価技法
　１）主観評価
　２）パフォーマンス評価
　３）インタラクション評価



オムロンの音声合成技術

１）録音音声の話者らしい個性的な音声を再現
　できる

２）パーソナリティデザインに合った特定の音声
　　を設定できる（規則合成方式では困難）

・波形接続型音声合成
　
　[特徴]



　・住所認識の自動応答対話

　　システム：「お客様のご住所をお願いします。」

　　ユーザ　：「東京都練馬区中村１－２－３。」

　　システム：「ご住所は『東京都練馬区中村１－２－３』
　　　　　　　　でよろしいですか？

　　ユーザ　：「はい。」

合成音声の利用例

合成音声



オムロンにおける合成音声の評価

目的：

　１）現状の技術レベルを把握
　２）不具合個所の特定
　３）改善効果の検証
　４）改善方法の明確化
　５）パーソナリティデザインとの適合性
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波形接続型音声合成の方法

＝チューニングポイント



各刺激音声における「親しみやすさ」の程度

・C01(基準合成音声)は、① C02(録音音声)、②C04(音素接合無視)、
③C08(音声DB1/5)、④C09(音声DB1/10)との間に有意差が認めれた。



まとめ

１）心理学的知見は、音声対話システムの開発に
おいて、設計指針および評価で役立っている

２）音声から伝わるパーソナリティの印象を考慮し
て設計すれば、より印象の良い音声対話シス
テムが実現できる

３）評価に実験心理学的な手法を適用することで、
音声合成のチューニングパラメータが「親しみ
やすさ」に与える影響を明確にできる



今後の音声研究の応用展開

　　心理学的な実験研究により、「音声から伝わるパー
ソナリティの印象」と「物理的な音響的な特徴」の関係
を明確にすれば、下記のようなところで音声対話シス
テムの開発に役立てられる

　　a) ボイスタレントの選定
　　b) 音声録音時のディレクション
　　c) 音声合成の「間」、「高さ」、「話速」等の制御方法


